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１.津波浸水想定について
１－１．津波浸水想定について
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１ 法第十条第一項に規定する市町村による推進計画の作成
２ 推進計画に定められた事業・事務の実施
３ 法第五章の推進計画区域における特別の措置の活用
４ 法第七章の津波防護施設の管理等
５ 警戒避難体制の整備を行う法第五十三条第一項の津波災害警戒区域の指定
６ 一定の建築物の建築及びそのための開発行為の制限を行う法第七十二条第一項の津波災害特別警戒区域の指定

津波浸水想定は、津波防災地域づくり
を実施するための基礎となるものであり、
都道府県知事が基本指針の「三 法第八
条第一項に規定する津波浸水想定の設
定について指針となるべき事項」に基づ
き、基礎調査の結果を踏まえ、最大クラ
スの津波を想定し、津波浸水シミュレー
ションにより予測される浸水の区域及び
水深を設定するものである。

図1-1 津波防災地域づくりにおける津波浸水想定の位置づけ

※国土交通省(平成24年) 津波浸水想定の設定の手引き ver.2.00 pp.7 より抜粋

※「国土交通省(平成24年) 津波浸水想定の設定の手引き ver.2.00」を用い検討を行う。



１.津波浸水想定について
１－２．県被害予測調査との違い
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●愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査

○目的
今後の防災・減災対策の効果的な推進に資することを目的
として、県内の被害量を想定するために、津波浸水想定を
実施。

○実施内容（津波_ハザード編）
・ 内閣府(2012)の各波源モデルの浸水シミュレーョンを実施

(①,⑥,⑦,⑧,⑨)
・各ケースを基に被害予測を実施

●津波防災地域づくり法における津波浸水想定

○津波防災地域づくり法の目的（抜粋）
法律は、津波による災害を防止し、又は軽減する効果が高く、
将来にわたって安心して暮らすことのできる安全な地域の整備、
利用及び保全（津波防災地域づくり）を総合的に推進することを
目的しており、その中で、津波浸水想定は、市町村が作成する
推進計画や津波災害警戒区域指定の基礎資料となる。

○実施内容
・内閣府(2012)の各波源モデルの浸水シミュレーションを実施

(ケース①,⑥,⑦,⑧,⑨)
・最大の浸水域、浸水深を設定（各ケースの重ね合わせ）
・公表図は、後の推進計画、津波災害警戒区域の指定を視野に入れた
詳細な図面（1/25,000～1/50,000）

○公表後に用いられる資料なため、最新の情報を取り入れる必要
○推進計画などの重要な基礎資料であるため、細かな精査を行う必要



２．津波浸水想定の設定について
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２－１．計算条件等について

２－１－１．最大クラスの津波の選定について

津波浸水想定においては、愛知県へ影響が大きいと想定される津波断層モデルとして内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検

討会」公表の11モデルのうち、ケース①、⑥、⑦、⑧、⑨を選定し、津波シミュレーションを実施した。

図2-1 「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表 想定震源断層域



２．津波浸水想定の設定について
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２－１．計算条件等について

２－１－１．最大クラスの津波の選定について

○津波断層モデルの選定

計算に用いたケース①、⑥、⑦、⑧、⑨の津波断層モデルは以下に示す。

対象地震 「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表(H24.8.29)の想定地震津波

マグニチュード Mw=9.1

図2-2 津波断層モデル
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２．津波浸水想定の設定について
２－１． 計算条件等について

２－１－１．最大クラスの津波の選定について

○地殻変動量

愛知県における地殻変動量分布は、伊勢湾に向かい南西方向側に沈降量が大きくなり、渥美半島沖合から南海トラフに

向かい隆起する傾向にあるが、津波浸水想定における地殻変動計算は、陸域の隆起がないことから、沈降量のみを考慮する。

図2-3 津波断層モデルの地殻変動量分布

ケース⑨ケース⑧

ケース⑦ケース⑥ケース①



２．津波浸水想定の設定について

○計算手法

基本的な計算条件

（津波浸水想定の設定の手引きに従って実施）

• 非線形長波理論を用い、有限差分法により解析

• 断層パラメータから弾性論に基づく式を用いて波源域の海底地盤変動量を算定し、初期水位分布とした。
また、地盤の鉛直変動に伴う海底および陸地の隆起・沈降を計算に含めた。

• 外海条件：外洋に向かう波が計算領域の外縁で反射しないよう、自由透過の条件とした。

• 沿岸境界：遡上領域では、遡上解析法を適用。遡上を考慮しない沿岸では、海岸線で波を反射。

• 河川は、おおむね河床幅が10m以下になる地点までを河川として設定。
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２－１． 計算条件等について

２－１－２．計算条件の設定について



２．津波浸水想定の設定について
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２－１． 計算条件等について

２－１－２．計算条件の設定について

○計算格子間隔

計算に用いる地形メッシュデータの間隔は、最小10m（12領域）、30m（9領域）、90m（1領域）、270m（1領域）、810m（1領域）、

2430m（1領域）と設定した。

270mメッシュ

810mメッシュ

2430mメッシュ 90mメッシュ

図2-4 計算領域の設定

10mメッシュ30mメッシュ
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２．津波浸水想定の設定について
２－１．計算条件等について

２－１－２． 計算条件の設定について

○土堰堤の削除について

地形データに反映されている土堰堤は削除し、同一の地点に削除した土堰堤の天端高を入力した堤防データ（堤防メッ

シュデータ）を設定し計算を実施した。

H1 H2

土堰堤とされる地形を削除

図2-7 土堰堤の例（断面）

図2-5 堤防メッシュデータ（断面）

図2-6 （左図）土堰堤削除前の地形データ、（右図）土堰堤削除後の地形データ

H1 H2h 
(比高)

土堰堤削除後の堤内・外の地形を平均化

（(H1+H2)/2）し、堤防位置の地盤高から

天端までの高さをh(比高)とした。

このhに地震動による沈下率を設定した。



２．津波浸水想定の設定について
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２－１．計算条件等について

２－１－２．計算条件の設定について

○初期潮位と河川水位について

①初期潮位

朔望平均満潮位の統計値を用いた

・名古屋港は、T.P.+1.2m ・名古屋港以外は、T.P.+1.0m

図2-8 初期水位の設定

表2-1 初期潮位

名古屋港 常滑港
師崎港

豊浜港
衣浦港 三河港 福江港 伊良湖港

朔望平均満潮位 1.20m 0.99m 1.01m 1.03m 0.97m 1.04m 0.88m

初期潮位 1.20m 6港の平均値≒1.0m

②河川水位
・基本的に平水流量を設定
・ただし、水位調整を行っている河川は個別に水位を設定

表2-2 個別の水位を設定した河川の水位

図2-9 個別水位を与えた河川の初期水位

（例．日光川水系周辺_0010-01領域）

河川名 河川の初期水位(T.P. m)
筏川 -1.5
日光川 0.2
善太川 -3.0
蟹江川 0.2
小切戸川 -1.8
目比川 0.2
三宅川 0.2
領内川 0.2
光堂川 0.2
野府川 1.2
福田川 -0.6
戸田川 -2.0
中川運河 -1.0
北浜川 0.0
蜆川 0.0
新川 0.0
高浜川 0.0
半場川 0.0
長田川 0.0
江川 0.0

※平水流量とは、年間を通して１８５日は下回らない流量を示します。



２．津波浸水想定の設定について
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２－１．計算条件等について

２－１－３．津波シミュレーションの条件設定について

○愛知県津波浸水想定における計算条件一覧

愛知県津波浸水想定における計算条件と各構造物モデルの計算時設定状況をそれぞれ示す。

表2-3 計算条件一覧 表2-4 構造物モデルの設定状況

計算諸条件

ケース①、⑥、⑦、⑧、⑨(内閣府2012)

考慮

・1mDEM_(H23愛知県実施のLPデータ)
・5ｍDEM・10mDEM（国土地理院基盤地図情報）
・整備中の埋立地を地形モデルに反映
　　→衣浦3号地、蒲郡(-11m岸壁)、鬼崎漁港

河川縦横断測量成果(直轄・県管理河川)・湖沼図

10ｍ

名古屋港=1.2m 名古屋港以外=1.0m

水門等により水位の調整が行われている河川については、
個別の水位を設定

不等流計算による水面形を付与

12時間

最小計算領域メッシュサイズ
初期水位

河川における個別水位の設定

河川における初期水位の設定
計算時間

項目

想定地震

地殻変動量

地形

河川モデル

構造物の種類 条件

盛土構造物（土堰堤） ７５％沈下し、越流したら破堤。

名古屋港高潮防波堤 地震対策後の地震津波による沈下量に基づいた天端高を設定。

道路・鉄道 地形として取り扱う（広域的な地盤沈降量を考慮）。

水門・陸閘 常時閉鎖の施設は閉条件とし、これ以外は開放。

建築物
建物の代わりに津波が遡上する時の粗度（津波が侵入するときに
阻害される度合）を設定。

倒壊を基本とするが、前面埋め立て地護岸（二線堤）として設定した
構造物は、７５％沈下。

倒壊

護岸
（コンクリート構造物）

防波堤
（漁港・港湾）



２．津波浸水想定の設定について
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２－２．計算結果

○浸水分布図のとりまとめについて

津波シミュレーションによって得られたケース①、⑥、⑦、⑧、⑨の結果を重ね合わせ、最大となる浸水域、浸水深の抽出を行った。

ケース①

ケース⑥

ケース⑦

ケース⑧

ケース⑨

重ね合わせ図

各計算ケースの浸水メッシュを
重ね合わせる

図2-10 浸水図の重ね合わせ図（概念図）
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２．津波浸水想定の設定について
２－２．計算結果

○公表にあたっての留意事項

イメージ

・「津波浸水想定」は、津波防災地域づ
くりに関する法律に基づき設定するもの
で、市町村のハザードマップ作成や津
波防災地域づくりを実施するための基
礎となり、最大クラスの津波が悪条件下
において発生した場合に想定される浸
水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表
していることを図中及び解説書に明示
する。

・津波による災害の発生範囲を決定す
るものではないこと。また、一定の条件
を設定し計算した結果のため、着色され
ていない区域が必ずしも安全というわけ
ではないことを明記する。

など、津波浸水想定の位置付けが理解
できるように、図中及び解説書に表記し
ていく。
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２．津波浸水想定の設定について
２－２．計算結果

○津波浸水想定素案（県全体図）

図2-11 愛知県内の浸水分布
図-1 各種高さの模式図

イメージ
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２．津波浸水想定の設定について
２－２．計算結果

○津波浸水想定素案（拡大図）

この図郭に含まれる市町村：碧南市、西尾市、幸田町

図2-12 浸水分布拡大図（１）

イメージ
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２．津波浸水想定の設定について
２－２．計算結果

○津波浸水想定素案（拡大図）

この図郭に含まれる市町村：田原市、南知多町

図2-12 浸水分布拡大図（２）

1:50,000

図－１ 各種高さの模式図

イメージ
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２．津波浸水想定の設定について
２－２．計算結果

○津波浸水開始時間素案

図2-13 愛知県内の浸水深が30cmに到達するまでの時間分布図

イメージ
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２．津波浸水想定の設定について
２－２．計算結果

○愛知県内における津波の挙動について
県内における津波の挙動は、地殻変動（沈降）に伴う速やかな水位低下の後、引き波の効果でさらにゆるやかに低下し、その後、津波

第1波の到来に合わせて上昇する。
ただし、師崎港、伊良湖岬では津波到達時間が早いため、地殻変動による水位低下の後は、速やかに水位上昇に転じる。

日光川

新川

名古屋港

天白川

師崎港

豊川河口

伊良湖岬
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３．公表方法について

３－１． 浸水想定公表図の縮尺等について

浸水深・浸水範囲は、計算誤差や条件設定による不確実性に留意した公表を行うべきである。

家屋単位の細かい浸水の有無を判断されると混乱を招くため、公表図面は、以下の様式と縮尺のうち、どれを用いるかを検討する必要があ
る。

縮尺案 メッシュ図 コンター図

公表図の様式 10mメッシ毎の詳細な浸水分布図 10mメッシュを再補間して作成

縮尺 1/25,000 1/50,000 1/25,000 1/50,000

公表図例

備考

メッシュ単位の詳細な浸水深・浸水範
囲の確認可能であるが、家屋単位での
浸水が確認できる図面となり、空白の
メッシュが安全であるという誤解を与え
る。

ある程度の詳細な浸水深・浸水範囲が
確認できる点を確保しつつ、広範囲の
浸水の傾向を掴むことが可能であり、推
進計画の策定にも十分な尺度であると
考えられる。

浸水の有無が、メッシュ図ほど明瞭で
はないものの、拡大して確認した場合、
家屋単位の判断が可能であり、空白の
領域が安全であるという誤解を与える。

また、基準水位設定の際、設定が困難
となる。

詳細な浸水範囲・浸水深の確認が困難
となる。

また、基準水位設定の際、設定が困難
となる。

表3-1 公表方法案一覧

メッシュ図の1/50,000で公表する形とする。


